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日本共産党上田市議団 令和 6、7年度の委員会所属 

〇常任委員会 

委員会名 所管部署 議員名 

総務委員会 

 （７人） 

政策企画部、総務部 

財政部 

選挙管理委員会 他 

泉 弥生 

産業水道委員

会 

 （７人） 

産業振興部 農業委員会 

文化スポーツ観光部 

上下水道局 

久保田由夫 

 

教育厚生委員

会 

 （７人） 

健康こども未来部 

福祉部、福祉事務所 

教育委員会 

 

環境建設委員

会 

（７人） 

市民まちづくり推進部 

環境部  都市建設部 

消防部 

古市 順子 

 

広報広聴委員

会 （９人） 

議会だよりの発行 

議会報告会等 

古市 順子 

＊議員総数は２９名【欠員１】ですが、議長は委員会所属を辞

退したため、4常任委員会は、2８名で構成されています。 

〇議会運営委員会 （８人）    泉 弥生 

〇上田地域広域連合議会  古市順子 (保健福祉委員会)    

久保田由夫 （総務委員会）     

*ふるいち順子の他の役職 

・上田市東御市真田共有財産組合議会議員 

・日本共産党上田市議団長 

 

 

赤、ピンク、白と混じった

珍しいつつじです。 

（５/２） 

 

４
月
14
日
、
上
田
市
消
防

団
本
原
分
団
総
会
で
ご
あ
い

さ
つ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
分
団
長
以

下
役
員
の
交
代
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
５
名
の
方
が
入
団

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 ５月、新緑が濃さを増していく、さわやかな季節ですね。 

 上田市議会議員の任期は後半２年となり、私は５期、１９年目の議員活動をスタ

ートしています。４月２５日、２６日には臨時会が開かれ、任期後半２年間の議長・

副議長・監査委員、各常任委員会などの人事が決定しました。日本共産党議員団と

して初めてのことですが、久保田由夫議員が副議長となりました。他会派からの要

請もあり、議会で一番長い、久保田議員の経験と実績が評価されたものと思います。 

 常任委員会の所管部署は昨年見直されましたが、また変更となりました。市政に

ついての常任委員会は４つあり、どれも重要ですが、３人会派で相談して配属を決

めました。【常任委員会の所管部署、配属は下記に記載】所属できない委員会は傍聴

もし、一般質問や要望活動など工夫して、議員団としての活動を協力して維持して

いきたいと考えています。ご意見、ご要望等お寄せください。 

 ４月２８に行われた衆議院議員補欠選挙では、自民党は３選挙区で議席を失い、

岸田政権に痛打となりました。日本共産党は、東京１５区では独自候補を取り下げ

て支援、島根１区と長崎３区では自主支援しました。しんぶん「赤旗」のスクープ

が引き金となった「政治とカネ」が問われた選挙でした。 

５月３日は施行から７７年の憲法記念日です。日本が世界に向かって発信した平

和主義の原点に立ち返り、改憲を許さず憲法を守り、生かす取り組みを強めること

が、今いっそう重要になっています。（５/2） 

今年は参院選挙が６/２２公示、７/１０投票予定です。憲法を守るために、比例

代表選挙では日本共産党を伸ばしてください。（５/８） 

 

 

 

第９５回メーデーのメインスローガン 

〇能登半島地震の被災者支援に全力を！ 

〇物価上昇を上回る賃上げを！最低賃金を１,５０

０円以上に、全国一律最賃制へ法改正を 

〇ジェンダー平等実現 人権と多様性を尊重しよう 

〇公共を取り戻そう！公務員、ケア労働者の大幅

増員で国民のいのちと暮らしを守れ！ 

〇市民と野党の共闘で、カネまみれで改憲・軍拡

一辺倒の岸田政権を退陣に追い込もう。  

上
田
城
櫓
下
の
芝
生
広
場
で

開
か
れ
た
、
第
９５
回
メ
ー
デ

ー
。
自
治
体
、
教
育
、
医
療
、

金
属
、
民
主
団
体
等
か
ら
、

力
強
い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

久
保
田
市
議
、
泉
市
議
と
、

上
田
城
西
櫓
を
バ
ッ
ク
に
・・・ 



 

 

 

前号からの活動報告 

４/２７   千曲市議選支援 

４/３０   本原地区で対話活動  

５/ 1   第９５回メーデー(上田城跡公園櫓下広場) 

      上小・東御生活と健康を守る会 交流会 

これからの予定（５/２現在） 

５/ ３  憲法記念日 上田駅前宣伝 

５/ ７  真田中生を語る会【真田中学校】 

５/ ９  市政懇談会   

５/１０  真田町商工会総会 

５/1１   日本共産党演説会【千曲市、弁士：山添拓参院議員】 

      さなだスポーツクラブ総会 

５/1２   新日本婦人の会上田支部委員会 

５/１３  上田駅前宣伝    

      上田市議会正副議長就任祝賀会 

５/１５  党全県議員会議(松本市) 

５/１６  真田地域自治センターと地元議員との懇談会 

５/１８  上小・東御生活と健康を守る会 昼食交流会 

５/１９  東京真田町の会総会（東京都市ヶ谷） 

５/２１  広報広聴委員会 

５/２４  上田地域広域連合 臨時議会 

５/２６  党と後援会 決起集会(松本市) 

５/２９  資源循環型施設 環境影響評価準備書説明会 

 

我
が
家
の
庭
だ
よ
り 

 

５
月
と
な
り
、
緑
も
美
し
い
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
花
も
咲
く
よ
う
に
な

り
楽
し
み
で
す
ね
。
我
が
家
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
植
え
て
２５
年
以
上
に
な
り

ま
す
が
、
一
時
弱
っ
て
し
ま
い
、
庭
師
さ
ん
に
手
入
れ
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
年
は
写
真
の
よ
う
に
き
れ
い
に
咲
き 

ま
し
た
。
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
、
街
路
樹
等
に
多 

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
私
が
長
野
市
に 

勤
め
て
い
た
こ
ろ
、
市
街
地
も
と
て
も
き 

れ
い
で
、
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

連
休
に
な
っ
て
気
に
な
っ
て
い
た
庭
の
草 

取
り
を
、
な
か
ら
終
え
ま
し
た
。
宿
根
草
は 

ギ
ボ
ウ
シ
、
桔
梗
、
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
、
ホ
ト 

ト
ギ
ス
な
ど
が
、
忘
れ
ず
に
顔
を
だ
し
て
く 

れ
ま
し
た
。
写
真
は
ギ
ボ
ウ
シ
で
す
。
「 

確 

か
こ
の
辺
に
あ
っ
た
は
ず
・・・」と
い
う
物 

も
、
草
に
負
け
て
し
ま
っ
た
の
か
、
見
つ 

か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
・・・。 

 

「 

つ
つ
じ
と
さ
つ
き
の
違
い
は
？
」と
調
べ 

る
と
、
今
頃
咲
く
の
は
つ
つ
じ
の
よ
う
で
す
。 

ど
う
い
う
わ
け
か
、
き
れ
い
に
咲
く
木
と
、 

そ
う
で
な
い
木
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
年 

お
屋
敷
公
園
の
つ
つ
じ
と
同
じ
頃
、
見
頃 

を
迎
え
ま
す
。 

畑
の
方
は
、
今
年
も
ミ
ョ
ウ
ガ
が
草
の
下 

か
ら
無
事
発
見
で
き
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。 

種
馬
鈴
薯
が
芽
を
出
し
、
玉
ね
ぎ
、
に
ん
に
く
も
順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
。

連
休
半
ば
な
の
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
一
次
分
の
種
ま
き
と
、
里
芋
の
植
え

付
け
は
済
ま
さ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
５
月
半
ば
に
植
え
付
け
予

定
の
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
き
ゅ
う
り
等
の
準
備
も
し
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
苗
は
JＡ 

に
注
文
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
頃
は
よ
く
行
く

花
苗
店
が
野
菜
も
自
家
育
成
し
て
い
て
、
い
い
苗
が
あ
り
ま
し
た
。
自
家

用
野
菜
だ
け
な
ら
そ
ん
な
に
量
は
い
ら
な
い
の
で
す
が
、
で
き
た
ら
、
生
健 

 

会
の
食
料
支
援
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

   

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「なぜ、私たちの暮らしは苦しいのだろう？解決の道

は？」という疑問に答えられました。 

「上小・東御生活と健康を守る会」では、生活に困った方たち 

の交流の場として、県の「絆再生事業」の支援を受けて、毎 

月「昼食交流会」を開き、米、食料品、日用品、お弁当など 

の配布や相談活動を行っています。 

日本共産党の経済再生プラン 

失われた３０年・・・経済は停滞、暮らしは大変 

・実質賃金はマイナス２４万円、賃金が上がらない国に 

・連続増税で消費税 10％、貧しい社会保障、重い教育費 

・食料自給率 38％ エネルギー自給率 10％ 

＊輸出大企業の目先の利益を最優先する「財界中心」の自

民党政治⇒この歪みにメスを 

１．政治の責任で「賃上げ」「待遇改善」を 

〇中小企業を直接支援し、最低賃金自給１,５００円に 

〇非正規ワーカー待遇改善法（仮称）をつくる 

〇「過労死」生む長時間労働なくし、ハラスメントを一掃 

２．消費税減税、社会保障充実、教育費軽減 

〇消費税廃止めざし緊急に５％へ、インボイス中止 

〇増える年金、マイナ保険証の強制中止・・・社会保障充実

で経済好循環に 

〇学費ゼロめざし、まずは半額に・・・学校給食費は無償に 

３．気候危機打開、エネルギー・食料の自給率向上 

〇省エネ・再エネ推進、脱炭素・原発ゼロに 

〇食料自給率を早急に 50％に、価格保障と所得補償を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４
・
20
衆
院
比
例
ブ
ロ
ッ
ク
候

補
の
平
あ
や
こ
さ
ん
が
「 

生
活

と
健
康
を
守
る
会
」
の
つ
ど
い

で
、
日
本
共
産
党
の
「 

経
済
再

生
プ
ラ
ン
」
を
話
さ
れ
ま
し
た
。  

４
月
21
日
、
山
家
神
社
春
の
例
大

祭
。
浦
安
の
舞
を
長
小
、
写
真
の
豊

栄(

と
よ
さ
か)

の
舞
を
本
原
小
の
児

童
が
奉
納
し
ま
し
た
。 

 

 
  


